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1 ．は じめ に

　突発 的 大 地震 災 害 時 に お い て 病 院 に 求 め られ る機 能 と

は どの よ うな もの で あ ろ うか ？入 院患者お よ び病院職員

等，居 住 者 の 生命 の 確 保 が 第
一

条件 とな る の は，病院 以

外の 建物 と同様 で ある．し か し，入 院患者 の 生命 の 確保

とは ，す な わ ち 地震 時 で も途切 れ る事 の な い 治療 継 続 を

意味 し，そ の 要求 レ ベ ル は 極め て 高い ，そ の 上，地震 災

害 に伴 う新 た な 傷病 者 へ の 医療 提 供 も求 め られ る．こ の

よ うに 地 震発生 直後で は，平 常 時 よ りも増加 す る医療 ニ

ーズ に 対 し，被災地域 の 限 られ た 医療 リ ソ
ー

ス で 対応 し

な けれ ば な らな い ．199S年 の 阪神 ・淡路大震災以 降，そ

の観点か ら災害医療 に 関す る国 レ ベ ル の 体制整備 が推進

され た．そ の 中 で も 主な災害医療対策 と し て は，  災害

拠点病院の 整備，  広 域災害救急 医療情報 シ ス テ ム
1）

（以 下EMts と略 称 す る） の 運 用 ，  日本 DMAT （Japan

Disaster　Medical　Assistant　Team の 略 称 ，以下 DMAT と呼

ぶ ） の 運用 が あ げ られ る，

　災害拠 点病院は ，被災地域 に お い て 24時 間緊急 対応 し，
主 に 重症傷病者 を受 け入 れ，必 要 に 応 じ て 非被災地域 に ・

搬送 す る機 能 を持 つ べ く期待 され て い る病 院で あ り，全

国で 578病院（2009年 2月 2日 現在
1）
）が指 定 され て い る．ま

たEMIS は，厚生 労働省運用 の Web サ イ トとし て 開発 され，

災 害 ・救 急 に従 事 す る病 院の 閲覧 ・検 索 が 誰 で も可 能 な

公 開ペ ージ の 他 に，災害発 生 時 に お い て 関係 者 が災 害医

療活 動 に関 す る情報 を閲 覧 ・入 力で き る非公 開ペ ージ を

持 っ ．特 に 被災地 内病 院 か らは 被害 状 況 や 傷病 者 来 院 数

に 関す る情報を，被災地外病院か らは 受入れ 可能人数 を

入力 ・
発信で き る こ と が特 徴で あ る．またDMAT は ， 厚

生 労働省の 研修 を受講後，登 録 され た病 院単位 の 災 害 医

療従事 者 チーム で あ り， 突発 災 害 時 の 被災 地 内の 医療者

不 足 を補 う役 目を担 う，例え ば，2004年 の 新潟県中越 沖

地 震 にお け る災害医療活動 で は，地震発 生 当 日に震度6強
を記 録 した 柏崎 市 の 災 害拠 点 病院が 362名 の 傷病 者 を受 け

入 れ，24チ ーム の DMAT が 病院支援を中心 と し た 医療活

動 を行 っ た
2）．さ らに EMIS には，地震 発 生 直 後 か ら病 院

被害状 況 や傷病者情報，DMAT 活動情報等が 寄せ られ た．
こ の よ うに昨今 の 大 地 震 時 に お け る災 害 医療活 動で は，
こ れ ら3対策が 有機的に 機能 し あ うこ とで 成 り立 っ て い る．
　 こ こ で 地震 発 生 時 に必 要 とな る病 院 情 報 に 着 目す る。
EMIS に は， 『医療機関情報検索』 とし て，病院名，住所，
二 次 医療 圏，病院 種 別 （災害拠 点病院，救命救急セ ン タ
ー，被 ば く医療機関お よ び DMAT 指 定 医 療機 関 ）お よ び

病 院 の 位置 を示 す 地 図 が，都 道府 県 ご とに整理 され
一

般

に 公 開 され て い る．例 えば，兵庫 県 の 場合，全 病院 数350

に対 し
3｝，EMIS 内で公 開 され た 登録病院数 は 15で あ る．
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また，EM 聡 内の 関係 者 用 非公 開ペ ージで は，上 記 に加 え

電話番号や各病院 の 詳細情報が掲載 され，災害医療活動

の 情 報 ツ ール と して の 機 能 が備 え られ て い る．中 山 は，
災害医療活動時 の さ らな る 情報共 有促進 の た めに は ，災

害拠 点病 院等の 情報をEMIS 上 にお い て 地 図表 記す る事 が

必 要で ある と述 べ た
4）．今後，災害初期 に お け る 情報収

集 を迅 速化 し，一
刻 も早 く災害医 療活 動 の 体 制 を構 築 す

る た め に は デー
タ ベ ー

ス 化 した 病院情報に 地 理 的 情報 を

付 加す る こ と，さらに病院の 防災に 関 す る能力に つ い て

は 文 字 情報 の 羅 列 形 式 だ け で な く視 覚化 （ビ ジ ュ ア ル

化 ）す るこ とが 効果的で ある と考える．そ こ で 本研究で

は，災 害拠 点 病 院等 の 病 院を対 象 と し，大 地震 時 に お け

る災 害医療活 動 支援 と病院防災力 向上 に寄与す る事 を 目

的 と し て，災 害 拠 点病 院等 情 報 管理 データベ ース シ ス テ

ム （以 下，本 シ ス テ ム と呼 ぶ ）を開発 す る．また ，病院

防災 力 の 視 覚化 手 法 を考 案 し，シ ス テ ム の 活用 方 法 に 関

する考察を行う．

2研 究方法

病院の機能

％ 十 α ％

（災害時）
〆

　 100％
（平常時）

勾 大 　 　元

力　 上

向 上簡迯

災害発 生 機能 兀

自

全回復 時聞軸

復 旧活動開始

病院防災力 ＝ 抵抗力 ＋反応 力 ＋復元力

（凡例）
　 mmt ” 病院の 機能低下 が 大きい 場合

　　　　病院の 機能低下 が小さい 場合

　一 平 常 時か ら突発 災 害畤の 医 療ニ ーズ

図 1 本論文に おける病院防災力 の 定義

表 1 病院に 関する 情報の 種類と 情報源
（1）条件

　本論文 にお い て は以 下 の 条件を設定する．
i） 想定災害に つ い て は，最大震度6強以 上 の 夫規模地震

災害 とす る、これ は ，日本DMAT の 災害医療 支援活 動 の

開始基準が 震度6強を 目安 と して い る 事，ま た ，本 シ ス テ

ム の 構 築や病 院防 災 力 診 断 指標 作 成 が，近 年 の 地 震 災 害

（能登 半島地 震（2007），新 潟 県 中越 沖地震 （2007），岩 手 ・

宮城 内陸 地 震 （2008）） 事例 に対 す る調 査結果 を基 に行っ

て お り，こ れ らの 地震 に よ る 最 大震度は い ずれ も6強 で あ

っ た 事，を理 由 と してい る．
ii） 本シ ス テ ム に お い て 管理 対 象 とな る病 院は ，　 EMIS の

『医療機関 情報検索』 に 登録され る災害拠 点病院等の 病

院で あ る，
ili）著者 らは，病院防 災 力 に つ い て 事 業 継続 計 画

5＞の 考 え

に 基 づ き，  病院が 大 災害に 起 因 し た 機 能 低 下 に 耐 え る

カ （以 下，抵 抗 力 と呼 ぶ ）．  で き る限 り短時間 で 復 旧

活動を開始するた め の カ （以下，反応 力 と呼 ぶ）   復 旧

活 動 開 始 直 後 に お い て 病院機能 を回 復 させ る力 （以 下，
復元 力 と呼ぶ ） の 3 つ の 力 の 総合力 と定 義 した

2）．本 論

文で は ，災 害時 の 医療 ニ
ー

ズ が 平 常 時 よ りも増加す る事

か ら，図1に 示 すよ うに 日常救急 を含む 平常時 の 病 院機 能

を100％，病 院 の 災害時機 能 を α ％ と して 設 定 し た，病 院

の 災害時機能 とは．日常 救 急診 療 で は 想 定 され な い よ う

な多数傷病者 の 受 け入 れ 可 能人 数 や燃 料備 蓄 に よ る非 常

用 発 電 機 の 電気 供 給 日数，職員 の 非 常用 参集基準等 の 整

備 に よ る 参集 可能 人 数 等 を想定 して お り，各病院で そ の

程度 （っ ま り，α の 値）は 異な る と考え て い る．例 えば，
列車事 故事例 で 病 院 自体 に機 能 低 下 が な い 揚 合，災害発

生後 に
一

時的に 増大する 傷病者等医療ニ
ーズ （図 1の 太 点

線）に 対 し，病院 の 受 け入 れ能 力 や 転 送 ・搬 送能 力 に 代

表 され る災害時機能 を活 用 し対応 す る と考え る．本 論 文

に お け る病 院の 防災 力 とは，病院 機 能 をで き るだ け低下

させ ず，直ち に 復元 の 処 置を行 い ，災 害 に よ り増 加 す る

医療 ニ ーズ を カバ ーしつ つ ，災害前 に近づ けるた め の カ，
全 て と考 える ，
iv）本 シ ス テ ム とEMIs は，災害医 療活動を情報面か ら支

援す る 点 で
一致 して い る，EMIS は，昨 今 の 地震 災 害 時 に

お い て も，被災地内外を結ぶ 情報共 有の 役割 を果 たす国

の 重 要 な シ ス テ ム で あ り，さらなる活 用 が 期 待され る．
本 シ ス テ ム は，病 院情 報 管理 に 関す る新 し い 機 能 等 の 開

発を 通 じて ，EMIS の 活用 に 寄 与す るもの と位置づ け る．

（2）病院 の 防災 力に 関連 す る情 報 の 種類 と情報源

a） 病 院情報

　表 1に 病 院に 関す る 情 報 の 種 類 に つ い て 示 し，そ の 情

報 源 を記載す る．これ らの 情報源は，病院ホ
ーム ペ ージ

（以 下 ホーム ペ ージ はHP と記 載する）等 に よ り公 開され

た もの で あ る．
　表 1で 記載 した 以外 の 病院 詳 細情報 に 関 して は ，阪神

淡 路 大 震 災 直後 にお け る病 院 内状 況 を詳 細に記 録 し た 文

献
7）”’12），お よび そ の 後刊行 され た病 院 の 防 災 に 関 す る チ

ェ ッ ク リス ト等
13）
一一IS）を参 照 した．そ の 上 で，大地震発生

時 に 病院機 能 を維 持 す る た め に必 要 な 情 報 を  ハ ザード

  建 物   ライ フ ラ イ ン （供 給 系 ）  通 信手 段   医療機器 

災害対応，の 項 目 に 分類 した．各 々 の 項 目に 帰 属 す る詳

細 情報 に つ い て は後 述 の 図2 （3章）を参照 され たい ．こ れ

らの 情報源は，主に 病院防災力 調査 結果 で あ る．

　病院防災力 調 査は，2007 年 か ら2008 年の 間で 22病院に

対 し実施 し た。そ の 所在都道府 県内 訳 （括 弧 内病 院数 ）

は，埼 玉 県 （1），東京 都 （1），新潟 県 （1），石 川県（3），静岡

県（1），愛知 県（1），兵 庫県 （14）で あ る．病 院 防災 力 調 査 で

は，病院防災力 調 査 シ
ー

ト
2） を事前 に 配 布 し 回収 し た。

特 に 19病 院に 関 して は ， 病 院 を訪 問 し，病院調 査シ ート
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の 回答内容 の 確認 と病院の 防災 に 関する ヒ ア リン グ調査

を実施 した．ヒ ア リン グ調 査 の 相手 は，主 に事務職員お

よび施 設担 当職員で あ っ た，
b）災害情報

　病 院が地 震 災 害経験 を持 つ 場 合 ， そ の 際 の 状況 を ヒ ア

リン グ し た．ま た ，対 象災害に 対 す る
一

般情報，例 え ば，
地震 災 害 の 名 称，震源 地，発 生 日時等 につ い て は．総務

省消 防庁 HP 内の 消防情報バ ッ ク ナ ン バ ・．一］6）
か ら取 得 し た。

（3）使用 し た ソ フ ト

　データベ ース の 開発 に は 市販 データベ ース ソ フ ト （ア

ク セ ス ：マ イ ク ロ ソ フ ト社製）を使用 し た．また，病院

分 布 地 図 の 作 成 に は，白地 図 ソ フ ト （フ リーソ フ ト ：

KenMAP ）お よ び 市販 電 子 地 図 ソ フ ト （Supper　Mapple
Degita18 ： （株） 昭 文社 製 ） を用 い た．

3 ．災害拠点病院等病院 を対象 と した病院情報管

理シス テム の 開発

（1）開発 シス テ 厶 の 構造

a）シ ス テ ム 全体の 情報管理構造

　図 2 に シ ス テ ム 内 の 情報管理 構造 とシ ス テ ム 画面の
一

部 を示 す．病院情報 は，　『病院情報 』 と 『災 害情報』 に

分け て 管理 した． 『病 院情報 』で は，公 開情報 と して は

表 1 で 示 した 病院の
一

般情報 と 都道府県 内 医療圏 情報 を，
さ らに 非公 開 情報 と して は，病院 防 災力 調 査 で 得 られ た

施 設の 保有状況 や 災害訓 練に 関す る 情報お よ び 地震災害

経験に 関す る情報 を管理 した．『災害情報 』で は，病院

が経験 し た 災害に 関す る
一
般情報 を記載 した ．

　本 シ ス テ ム の トッ プ ペ ージ で は，病院名，所 在都 道府

県，2 次医療圏，病院の 種別等の
一

覧を掲載 し，都道府

県病院分布地 図（p（ifフ ァ イル 形式）がダ ウン ロ
ード可能 で

あ る。ま た，病院個々 の 詳細ペ ージ で は，表 1 の 公 開情

報，病 院 HP ，当該 病 院 付 近 の 電 子 地 図 （市 販 地 図利

用 ），病 院防 災力 診 断 結 果 （3（2）で 詳 説 ） を掲 載 し，さ

らに，項 目ご と の 詳 細欄 や地 震災害経験欄 の ペ ージ を掲

載 した．
b）画 面構成お よ び検索 ・帳票機能

　 本 シ ス テ ム の 検 索 ・帳 票機 能 につ い て 図3に示す。検
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索 は，都 道 府 県，病 院 の 種 別，被 害情 報 有 な どの 入 力 情

報 の 有 無等 を選 択 で きる。ま た，病院名に よ る 文 字検索

（あ い ま い 検 索） が 可能 で あ り，検 索 後 の 該 当病 院数 が

カ ウ ン トされ るた め ， 例 えば都道 府 県 単位 で の 災 害拠 点

病院数 を調 べ る事 もで き る．帳票 機 能 と し て は，各病 院

に関す る病 院
一

般情報や しぼ り検索後の 該当病院
一
覧表

の 出力 が 可 能で あ る．こ れ らは，災害発生 時 に お け る被

災 地域 周 辺 の 病 院情報 の 迅 速 な集約 と，災 害医療活動従

事者に 向けた 配 信を意識 し た機能で あ る，

（2）病院の 防災力 の 視覚化手法の 開発

　 災 害拠 点 病 院 に は，地震 発 生 直 後 に おい て も病 院機 能

をで きるだ け低下 させ ず，直ちに 復元 の 処 置を行 い，災

害 に よ り増 加 す る医 療 ニ ーズ をカ バ ーしつ つ ，一
刻 も早

く通常機能 に 戻すた め の 防災力が 必要 で ある と し た．こ

れ は，被災 地 内の 拠 点病院 と し て ，自施 設 の 入 院 愚者 の

治 療継続 と職員の 安全確保，そ し て 地 震発生 に 伴 う傷病

者 の 内，主 に 重症者 を被災地 外 に 搬送 ・転送す る使 命 を

担 うこ とに よ る．そ の た め に 必 要な具 体 的 な防災 力 に つ

い て は，既 往文 献
13）
｝ls）に各 々 の 専門 か ら詳 細 に述べ ら

れ て い る が，特 に 地震 災 害 発 生 後急 性 期に お け る 迅速 な

意思決定 には，病院施設 等の ハ ード面 か ら災害対応能力

等 ソ フ ト面 ま で を総 合 的 に評価 した結 果 が必 要 で ある ．
そ の 観点か ら，上 記 既往文 献お よび 2（2）a）で 示 した 病院

調 査 を通 じて 病 院 の 防災 力 診 断指 標 を作成 す る，また さ

ら に，災害拠 点病院 の 特性を示 す指標 を作成す る．こ れ

ら指 標 の 作成 には，表 1 お よ び 図 2 で 示 す病 院詳 細情報

の
一部 を用 い る．

a）大地 震 災害に 対 する 病院特性指標 の 作成

　 災害拠 点病院に は，基幹災害拠 点病院，地域災害拠 点

病院の 分類が あ り，基幹災害拠点病院は都道府県下 に お

け る研 修 な どの 重 要 な役割 を担 っ て い る．また．各 病 院

に お い て は 救命救急セ ン ター
の 指定状況，DMAT の 所属

状況 お よび 日常 救 急 にお け る受 け入 れ 患者 の 重症 度 設 定

が異 な る，病院防災力 診断結 果 は，こ れ ら病 院間 の 異な

る条件を 考慮 した 上 で 評 価す る こ と が 望 ま し い ．そ こ で ，
大地 震災害 に対 す る病院特性指標 を表 2 の よ うに 作成 し

た．病 院特性 指 標 は ，最 小値 を 1，最 大 値 を 5 とし，数

値 が高い ほ ど災害拠点病院 と して 高い 能力を求め られ る

こ とと した．な お，表 2 に示 す 係 数 は，結果 の 最 大 値 を

5 とす るた め の 調整係数で あ る．ま た，こ こ で の 救命救

急 セ ン ターの 指 定 とは，EMIS 掲載内容 に 基づ い て い る．
b）病院防災力診断指標の 作成

　大 地 震 災 害に 対 して 災 害拠 点病院が 必 要 とす る防災力

を，立 地，建 物．給水，電気 ・ガ ス ，通信，災害 対 応，
搬 送 お よび サプ ライ チ ェ

ーン の 8 項 目（F1〜F8）に 分類 し，
表 3 に示 す 計算式で 作成 した ．各項 目の 算出結果が大き

い ほ ど防災力が 高い こ とを示 し，最小値は 1，最大 値は 5

と した ．評価 結果 は，レ
ーダー

チ ャ
ー

トを 用 い て 視覚化

す る こ とで ，ボ トル ネ ッ ク の 抽 出 と確認 を容 易 に した．
基本 ス コ ア （値 は 1）は，病院へ の 詳細調査結 果に 依存す る

項 目に対 して 設 定 した．立 地（Fl）は ， 病 院 の 立 地 条 件 の

み か ら結果 が算 出 され る た め ，基 本 ス コ ア は 設定 して い

ない ．

　立 地 （F1）に 関 し て は ，　 J−SHIsl7） に よ る 地震発 生 確率 と，
海岸 か らの 距離 を用 い て 算出 し た．海岸 か らの 距 離 は ，
津波や液状化 の 影響を考慮 し た もの で あ り，現蒔 点で は

10km以 内 を 目安 として い る．

　建 物（F2）に 関 し て は ，建 物 が 新 耐 震基準 程 度の 耐 震 性

を保 有 して い る か否 か，ま た免 震 層 の 有無 等 か ら算出 し

各病院情報の帳票
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表 2 大地震災害 に対する病院特性指標

番 項 目 ス コ ア 係数

1 災 害拠点 病院 指定 有 （1）、指定無 し （0） 1

災 寄 拠 点 病院の 種

類

基 幹 （1） 、準 基 幹 （0．75＞、地 域

（α5）
0，82

　
　

　

3
　
」
℃

　
rO

救 命救急 セ ン タ
ー

指定 有 （1）、指定無 し （0） 0．8
MAτ 指定 有 （1）、指定無 し （0） 0．6

平 常時救急次数 3次 を含 む （1＞ 、2次 ※ 3次 な し

　05 　　 1
塾・’・2　力

亀
　 0

0．8

※　　　　　　− 1 （ ス コ ア ）
＋ Σ （番 号 n のス コ ア x 番号 冖の係 数）

た．こ こ で は，耐震補強工 事 を終了 した 建物 と新耐震基

準 を満足 して い る建物 が 同 じ結果 （数値は 4．S） となる よ

うに 調整 して い る．な お，病 院の 耐 震 工 事 は十 年 単位で

行 わ れ る場 合が あ る た め，　 「済 」 と 「計画 中 」 の 問 に

「工 事 中」 を設 けた．
　給水 （F3）に 関 し て は ，2 日間 の 給水 途 絶状況 を 雑用 水

タ ン クに た め られ た 雨水 を利用 し賄 っ た 新潟 県 中越沖地

震 に お け る 病 院 事例
2）を優 良事例 と考 え，代 替 手 段 の 確

保 と受水槽容量を重視 した ．

　電 気 ・ガ ス （F4）に つ い て は ，給電 途 絶 の 可 能性 が よ り

低い 設備を保有す る場合 に 得点が加算され る よ うに 設定

し た．その 他，非常用電源 （非常用発電機 お よび ポータ

ブル 発電機）の 稼動可能時間を重視 し た．

　通 信（F5）に つ い て は，そ の 手 段 とし て まずは 非 常 時優

先回 線数を 重 視 し，非公 開番 号 の 本 数を ス コ ア し た ．ま

た ， 日常か らの EMIS の 利 用 状 況 や無線電 話 な ど， 災害

時 に 必 要 と な る通 信手 段 に つ い て も 重視 した ．

　搬 送 （F7）に つ い て は，ヘ リ コ プ ター利 用 や 車両利用 に
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加 え，海 路搬 送 の 効果 が 高 い
IS）

こ とか ら水 路 の 確 保 に 関

す る計画 の 有無につ い て設定 した ．

　サ プ ラ イ チ ェ
ーン （F8）に 関 して は，事 業継続計 画策 定

S）
に お け る考え 方を重視 し，連携 に 関する具体的な計画

の 有無 を設 定 した．
　なお，本診断指標作成で は，こ れ ま で の 病院に 対す る

地 震被害調査や 病院防災力調 査 の 結果 を 参照 し，優れ た

取 り組 み に対 して 得点が加算され る よ う，各項 目の ス コ

ア を決 定 し た ．よ っ て ，項 目間で ス コ ア 対象 と な る 小 項

目数が 異 な っ て い る．そ こ で ，表 3 右列 の 係 数 を用 い て ，
各項目の 結果の 最大値を 5 に な る よ うに 調整 した ．

表 3 大地震災害に 対する病院防災力診断指標 ・帳票機能

番
項 目 小項 目 ス コ ア 係数

F11 」−SHIS，7 0− 3％　　1）り　3岬6％ （0．75）し　6四26％ 　（0，5）、　26押訓00％

（O．25）
4

F1 立 地 F12 海岸 か らの 距離 1鰍 m 以 上 （D 、10  未満 （0） 1
※ F1＝Σ （Flnの ス コ ア xFIn の 係 数）

F211981 年以 前の 建物の 有無 無 （D、有（0．2）、不明 （0） 3，5

F2 建 物

F22 耐震補 強実績 済 （1）、工 事 中 （0．75）、計画 中 （0．05）、未 済 （0）、不 明 （0） 2．8

F23 免 震 層の 有 無 有 q＞、無 （O）、不 明 （O） 0．5
※ F2＝1 （棊 本 ス コ ア ） ＋ Σ （F2nの ス コ ア xF2n の 係 数）

F31 建物 へ の 給7 受7 槽 （1 、　 用 （0．75）、市水 直結 （0．5》、不 明 （0） 0．5
F32 各所 へ の 給水方式 加 圧 給水 （1＞、併用 （0．75）、高置水 槽 （0．5）、不 明（0） 0，5
F33 代替手 段の 確保 井戸．プール 、雨水 シス テ 厶の 内、2 つ 以 上保 有 （1）、1

つ 保有 （O．5）、無 （  、不 明 （0）
1

F3 給 水 F34 受水槽 の複 数設置 有 （1）、無 （0）、不 明 （0｝ 0．5
F35 受水槽 の 総容量 1t以 上保 有か つ F33が0．5以 上 （1）、1t以 上保 有 （0．5）、1t

未 満 （0）．不 明 （の

1

F36 給水配管 の 名札の 有無 有 （D ．無 （0）．不 明 （0） 0．5
※F3＝1 （基 本ス コ ァ） ＋ Σ 〔F3nの ス コ ァ XF3n の 係 数）

F41 受電 方 式 2回 線受電 （1）．1回 線 （0）、不 明   ） O．5
F42 異な る変 電所か らの 受電 有 （1）．無 （0）、不明   ） 0．9
F43 白家発 電機稼動時間 72時闘以上 （1）、72時間 未満（0．5）、不明 （0） 0．7

F4
電

気 ・
ガ ス

F44 ポータ ブル 発 電機の 有 無 有 （1＞、無 （0）、不 明 （の 0．5
F45 非常用コンセントの臓別の 有無 有 （1＞．無（の、不 明 （の 0．5
F46 コ

・ジェネレ
ー
ションシス払 の 有無 有 （1）、無（の、不 明 （の 0．9

※F4＝1 （基 本ス コ ァ ） ＋ Σ （F4nの ス ＝ ア xF4 囗の 係 数）

F51 災 回　 数　　　　　5以 上 （1）．2以 上 （O．5）．1 （0） 、不 明 （0》 1
F52 災 害 時優先回 線の 内 、非 公

開回 線の 有 無 と 回 線数

回 線有 か っ 2回 線 以 上 （1）、1回 線有 （0．5）、無 （0）、不 明

（0）
1

F53 無 線 電 話 ・衛 星 電 話 の 有無 有 （1）、無 （0）、不 明 （0） O．5
F5 通信 F54 防災無線の 有無 有 （1）、無（0＞、不 明 （  O．5

F55 非常用 電源 ・パ 沂 り
一
の 有無 有 （1）．無（0）、不 明 （0） O．5

F56 田 ISの 使用 状況　　　　　　積極 的 （1）、消極的 （0．5）、使用せ ず （0）、不明 （0＞ 0．5
※ F5＝1 （基 本ス コ ア ）← Σ （F5nの ス コ ア xF5n の 係数）

F61 災　用 カル テ の 有無 （1）、無（0 、不 明 〔0 O．5
F62 災 害マ ニ ュ ア ル の 有 無 有 （1）、無（0）、不 明 （の 0．5
F63 職貞非常用 参集基準の 有無 有 （1）、無 （0）、不 明 （0） O．5
F64 災盲訓鰊実施回数／ 年 2回 以 上 q）、1回 （0．5）、0回 （O）、不 明 （0） 0．5

F6 災害
対応

F65 備蓄 食料の 有無 有 （1）、無   ）、不 明   0．5
F66 備蓄食料 の 量 3日以上 （1）、1〜2日 分 （O．5）、0日 分 （0）、不 明 （0＞ 0．5

F67 備蓄医薬 品の 有無 有 （D 、無   ）、不明 （の 0．5
F68 備蓄医薬品の 量 3日以 上 （1）、1〜2日分 （0，5）、0日分 （0）、不明 （O） 0．5

※ F6＝ 1 （基 本ス コ ア ） ＋ Σ （F6nの ス コ ア xF6n の 係 数）

F71 ヘ リ発 着 所の 有無　 　　 　 有 （D 、無 （  、不 明   ） 0．5
F72 屋上 発着 所お よび 地上 発 着

所の 指 定の 有無

両方有 （1）、どち らか 片方有 （0．5）、両方無 （0）、不 明 （0） 1

F7 搬送
F73 日常救 急ヘ リ使用 有 （1＞、無 （の、不 明 （0） 0．5
F74 患者搬送 用車両の 保有 有 （1）、無   ）、不 明   ） 1．5
F75 水路の 確保 有 （1）、無 （0）、不 明   ） 0．5

※ F7＝1 （基 本ス コ ア）＋ Σ　（F7nの ス コ ア xF7n の 係 数）

F81 地区医　会 の 運 　同訓練実績 有や 協 定有 な ど具 体 的 な連 携 　例 有 （1）、無

（0）、不 明 （0）
1．5

F8

サ ブ F82 地域外 病院 との 連携 同系列経 営病院有 も し くは ．共 同訓練実績や協定の 有の

他 病院有 1）、無 （0）、不明 （0＞
1．5

ラ イ

チ ェ

ーン
F83 医薬 品

・
医療 ガ ス メ ーカ ー

　 　 との 運 携

協 定 有や 災 害 時 の 取 り決 め 有 等 （1）、ど ち らか の み 等

（0．5）、無 （0）．不 明   ）

1

※F8霜1 （基 本ス コ ア） ＋ Σ （F8冂の ス コ ア xFBn の 係 数）
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  本 シス テム の 普及 活 動 ： 災 害拠 点病 院等 データベ ー
ス

vreb版の 公 開

　本 シ ス テ ム の 使用 者 も し くは シ ス テ ム に よ る直接の 受

益者 は，DMAT を含む 災害医療活動従事者を想定 し て い

る。よ っ て 災 害時 に お い て 幅 広 く使 用 され る た め に は，
本 シ ス テ ム の 普及 活動を実施す る事が効果的で ある と考

え られ る．そ こ で ，2008年 12月 よ り（独）防 災科 学 技術 研

究所地震防災 フ ロ ン テ ィ ア 研究セ ン タ
ー

の HP で ，本 シ

ス テ ム の 一部 を 『災 害 拠 点病 院等 データベ ース Web 版 』

（以下 Web 版 と略称す る） として 公 開 した．図 4 に Web

版 の トッ プ 画 面 を示 す。

　Web 版 で は ，病院公 開情報の み を掲載 し，病院名や病

院の 種 別 で の 検索機能，検索後 の 該 当病院数をカ ウ ン ト

で きる 機 能 お よ び 各 病 院 HP への リ ン ク 機能 を付 加 し た．
また，Web 版公 開 に あた り，登載 され た病院す べ て に対

し，病 院 HP へ の リン ク依頼を兼ね た Web 版 の 案 内文 を

送付 した，

4 ，病院情報および防災力診断結果 に 関する考察 と

本 シ ス テ ム の 活 用 方法
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（1）病院情報に 関す る考察

　 病 院
一

般 情 報 お よび病 院詳 細 情 報 につ い て は，病 院 ご

とに取得 した情報量 が 異な る．こ れ は，清報 源 を各病 院

の HP等 Web 情報 と した た め ，そ の 情報 量 に依存 し た こ と

によ る．ま た ， 病 院 詳 細 情 報 の 主 な惰 報源 で あ る病 院 防

災力 調 査 に お い て も，ヒ ア リ ン グ調査 対応 者 で あ る病 院

職 員 が 必 ず しも病 院 の 災 害 対応 に精 通 してい る とは 限 ら

ない ，職 制 に よ り回答 可 能 な項 目が 限 られ る，等 の 理 由

よ り回 答を 「不 確定」 と した場合 も多々 見 られ た，そ の

結果，すべ て の 病院で
一様 の 情報量 が 取得で きた わ けで

は なか っ た。一
方，EMIS の 関係者用非公 開ペ ージ に掲載

され る病 院 情 報 は，一
元 的 調 査

19）
に 基 づ く結果 で あ り取

得 され た 情報量 は ほ ぼ同 程 度 で あ る．こ の よ うに 『病 院

情報 の 取得 量』 とい う点か らは，全国
一
律 の調 査 を情報

源 とす る 方 が望 ま しい とい え る．しか し 『情報 の 更新』

とい う点か ら考 え る と，こ の よ うな大 規模 な調査 を定 期

的 に 行 うの は容 易 で は な い ．病院 の 防災に 関す る最 新情

報を，必 要な時 に必 要 量 準備 す る た めに は ， 両者 の 比 較

を踏 ま えた 上 で，運 用 体 制 の 考案 を行 う必 要 が あ る と考

え られ る．

図 4　 災害拠点病院等データ ベー
ス Web版

（参考）災害拠点

病院外、3次救急

X

』
婁☆

呷鬥 一 ・

　 　 、D、

匝 璽 ］　 命・3次救 急

（2）防災 力診断 結 果 に関 す る考察

　図 5 に 兵庫県 内 の 15災害拠 点病 院の 病 院特性 指 標 の 算

定結 果 を示 す．最 大値 5 は，基幹災害拠点病院か つ 救命

救急セ ン タ
・．・の 指定有かつ DMAT 隊員が所属 かつ 日常救

急にお い て 3 次救急 医療を展開 して い る病院 とな る．参

考 まで に災 害拠 点 病 院外 か つ 3 次 救急 医療を展 開 して い

る病 院 を想定す る と，その 病院特性指標は 1．8 とな り，
災 害拠 点病 院で あれ ば数値 が 2，8以 上 となる こ とが 示 さ

れ た．ま た ，兵 庫県 に お け る災害拠 点 病院の 病 院特 定指

標は 2．8〜5 に分布 す る こ とが理解で き る．

　 図 6 に ，兵庫県 内の 1災害拠 点病 院 （以 下 A 病 院と呼

ぶ ） お よび 仮想 病 院 （以 下 ダ ミー病 院 と呼 ぶ） の 防災力

診断結 果を示 す．ま た，両 病院の 得点 内容 を表 4 に 記載

す る．A 病院は，地 震発 生確率の 高い 沿岸部に位置す る

こ とか ら，立地 （F1）の 結果 が低 い 値 とな る もの の ，そ の

（凡 例〉 ☆ 災害拠点病院 、 ☆ 災害拠点病 院以 外 の 病院

地 填⇒ 地 域災害拠 点病院、準基 幹⇒ 準 基幹 災害裡 点病院、基 幹
⇒ 基 幹 災1 拠 点病院、D ⇒ DMAT あCJ、救命 ⇒ 救命 救急セ ン タ

ー指
定 （EMIS掲載）、3次救急⇒ 日常救急に おい て 重症 患者（3次相当）を

受け入れ

図 5　 病院特性指標 （兵 庫 県結果）

立 地（F1）
サ 　ライ

チ エ
ー

ン

　（F8）
鬮
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、
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r 。8 ．圃
’

8 」
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● ，　　一　　’，　　．．　　’ 「

5
昌 囓

災害対応

　 （F6）

電気・ガス

　 （F4）

通信（F5）

一 　A 病院（病院特性 指標 ＝ 5）、一 ：ダミ
ー病院

図 6　 病 院 防災 力診 断結 果
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他 の 項 目に 関 し て は 高得 点 をマ
ーク し，病 院 防 災 力 が 高

い とい え る．一
方，図 5 に示 す病院特性指標は最大値 5

で あ り，災 害 時 の 災 害 医 療活 動 の 中心 的存 在 とな る こ と

が 想定され る こ とか ら，今後も施設の 継続的な メ ン テ ナ

ン ス や災害訓練等の 実施 が必 要で あろ う．
　 ダ ミ

ー
病院 で は，建物構造体が新耐震基準を満た さな

い
， 井 戸等 ， 市 水 以 外 の 代 替水 源 を持 た な い

， 72 時 間発

電 可 能 な燃 料 を保 有 しな い 等，大 地 震災害 に 対 す る 脆弱

性 を表 す 条件 を設 定 した．そ の 結果，A 病院 との 差が 明

らか とな っ た ．ダ ミ
ー病 院は あ くま で も仮 想 病 院で は あ

るが，実際 の 病院の 防災力保有状 況
2）と比 較 して も想定

外 の レ ベ ル で は ない ．も し、被 災 地 中心 部 の 災害 拠 点病

院が ダミー病院程 度の 防災力 で あ っ た とす る と，病院の

著 しい 損傷 に 起 因 した 二 次 災 害 の 危 険性 も高 ま る ，特 に

災害発 生 直後 にお い て は，被災地 内病院の 防災力 を注視

しな けれ ば な らない ，
　 こ こ で ，図 5 に 示 す Fl 〜F8 の 項 目を図 1 と対応づ ける。
こ れ らの 項 目は 防災力 向上 に 互 い に 関係 し あ うが，大 き

く分類 す る ，ま ず，抵抗力 向上 に は 立地 （Fl），建 物（F2），
給水（F3）， 電 気 ・ガ ス （F4）お よび 通信 （F5）が，反 応 力 向上

に は 災害対応 （F6）が，そ し て ，復 元 力 向上 に は 災 害対応

（F6）， 搬 送（F7）お よび サ プ ライ チ ェ
ーン （F8）が よ り深 く関

係 す る と考 え る．特 に，災 害発 生 覚 知 か ら行 動 開 始 まで

の 時 間 を短縮す る た め の 反 応力 向上 には，職員の 非 常用

参集基 準 の 有 無（F63）や災 害 訓練 の 実施 回数 （F64）が重 要で

あ ろ う，ま た，機能 回復を迅速化す るた め の 復元 力向上

に は，上 記の ほ か，給水 配管の 名札の 有無 （F36），非 常用

発電機や ポータブ ル 発電機 の 運 転（F43，　 F44），非常用 コ

ン セ ン トの 識 別 有 無（F45）， 無 線電 話や 衛 星 電話，防 災無

線 の 使 用 とそ れ に 伴 うバ ッ テ リー
の 確 保 （F53〜F55），

EMIS に対 す る慣 れ （F56）が 大き く影響す る と考えられ る．
　 こ の よ うに 病 院 特 性 指 標 に 照 ら し合 わせ た病院防災 力

診断結果 は，自病院 の ボ トル ネ ッ ク の 抽出 と対策 の 優先

順位 の 決 定 に 寄 与 で き る と考 え る ．平 常 時 にお い て 防 災

力の 向上 に 努 め，図 1 に 示 す災害 時機 能（α ％）を少 しで

も引 き上 げて お くこ とで ，災害時 に 増加 する 医療 ニ
ーズ

に応 え る こ と も可能 に な ろ う．また，地震災害発 生後 の

急性 期 に お い て は，被災地域外か ら支援 を行 う DMAT の

情報共 有の 促進や迅 速 な意思決定 に寄与する こ とが重要

で あ る観点 か ら，病 院防 災 力 を視 覚 化 し て 関係 者 に表 示

す る こ とが 有効 で あ る と考え られ る．

　鵜飼 は，兵庫県内災害拠 点病 院 を対 象 と し主 に病 院の

災害対応 に関 する項 目を選 択 し ス コ ア
2e）

した が，そ れ に

よ る と，  救急 室 の 患者 収 容 ス ペ ース   平 常時 の 時 間外

診 療患者数  夜間休 日 に 勤務 す る 医 師 数 な どを，病院 の

災 害 対応 能 力 を 示 す 重要 な 指標 と して い る，しか し現 診

断指標 に は，これ らの 項 目は反 映 され て い ない ，こ れ は，
本 研 究にお け る病院防災力調査 の 質問の 多くが施設の 保

有状況 に 関 して で あ っ たた め，結 果 と して 主 な調 査対 応

者 が 事務職員 と な っ た こ とに 起 因 す る．PAHO （Pan

American　 Health　 Organization）と　WHO 　（World　 Heamh

Orgamizatien）が提唱す る災害 に 対す る病院評価
21）

で は．
調査 対象者 を，医 師 ・

看護師 ・臨床 検査 技 師 ・事 務職 員

等 と具体的 に 指定 して お り，多職 種への ヒ ア リン グが 必

須 で あ る と し て い る．災害に 対 す る 病院防災力 は ，施

設
・
設備等 の ハ

ー
ド面 か ら災 害 医療 者 の 対 応能 力 等 の ソ

フ ト面 に至 るま で ，総合的 に 評価する こ とが 望ま し く，
PAHO に よる 調査 手法 は 見 習 うべ き点が 多い ．
　現病院防災力診断指標 は，こ れ ま で の 地震被害調査や

病 院防災力 調査 を基 に ス コ ア を 決 定 した．そ の た め，こ

表 4　 病院防災力診断結果

A病院 ミー病 院

F1F110 ．25 ：F120 F110 ，5 ；F121

F2F21 （D ：F22（0）：F23（1） F211F22 （3）：F23（2）

F3F35
（0）：F36 （1） F35   ）：F36 （1）

F4F45
（1）；F46（1） F45（1）；F46（0）

F5F55
（1）；F56（1） F55ω ；F56（0，5）

F6
　 　 　 　 　 ；

F65（1）；F66（1）；F67（1）；F68（1）
　 　 　 　 　 ；

F65（1）；F65（0，5）：F67（1）；F68  ，5）

F7F75
（D

　　　1F75
（O）

F8F81   ．5）：F82（1）：F83（0） F81（0）二F82（O）二F83（0）

）

図 7　 岩手 ・宮城内陸地震 に お ける病院分 布

れ らを変更す る事 で 結 果 が変 わ る こ とは否 め な い ．しか

し，本 研 究で 構 築 した 評価指 標は ，病 院施 設等 の ハ
ー

ド

面 か ら災 害 対応 能 力 等 の ソ フ ト面 ま で を総 合的に 評 価す

る事 が可 能で ある．よ っ て ，今後は こ の 指標を さら に 改

良 して い く こ とが重 要 で あ る と考え る．具 体的な改良点

と し て は，現診断指標に 不足 して い る 災 害対 応 力 の 強化，
ス コ ア の 見 直 し，新た な 調 査手 法 の 導入 等 が挙 げ られ ，
医療 関係 者 か らの 意 見 等 を 取 り入れ つ つ ，各々 の 病院の

優 良 な取 り組 み が反 映 され る よ うな評 価 を行 うこ とが 目

標 で ある．

（3）本シス テム の活 用方法

a）岩手 ・宮城 内陸地 震で の 試 行

　2008 年 6 月 14 日午前 8 時 43 分頃，岩手県奥州市お よ

び宮城県栗原市に 震度 6 強 を観測 した 地震 が発 生 した．
日本 DMAT 事務局は，　 DMAT に対 し て EMIS を用 い た 情

報提 供 を 開始 し，暫 定 的 な 参集 地 点（災 害 拠 点 病院）をア

ナ ウン ス した ．本 シ ス テ ム は 開発 中で あ っ た が，地 震 災

害時の 地 図情報 は災害医 療活 動 を行 う上 で 貴重で ある と

考え，市販 地 図 も利用 し なが ら図 7 をイ メ
ージ とす る 被

災周 辺 地域医療情報地図 を作成 した．そ し て 午前 11時頃，
完成 し た 地 図 を災害 医 療 活 動者 へ 提供 した．提供 した 地
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歟 幽瞬 細

震度7

〉

図 8　 阪神淡路大震 災の震 度 7 エ リア
2n

と阪神地区 の 災害拠点病院分布

図 に は，震度分布（震度 6 弱 以 上），災 害拠 点病 院分布 お

よび そ の 特 性（病床 数 や DMAT 指定等），空 港位置 が含ま

れ て お り，さ らに べ 一ス とな る 市 販 電 子地 図 に は，高 速

道路や鉄 道等が 記 載され て い る．提供 し た 地図の 活用実

績 に つ い て は ，集 計 等 を行 っ た わ けで は な く詳細 は不 明

で ある．し か し，後 日 に行 っ た活動 DMAT との 意見交換

か ら， 少 な く とも災 害 時 に お け る地 図 情 報 の 必 要 性 の 認

識 に は大 い に役 立 っ た よ うに感 じ てい る．今後 の 課 題 と

し て は，提供 した 地 図 に 対 する 評価の 集約方 法 の 模索や，
よ り迅速 で 安定 し た 地 図配 信手法 の 確立 が 挙げられ る，
b）今後想定する活用 方法

　図8に ，阪 神 淡 路 大 震 災の 震 度7 エ リア の 分布 図
22），本

シ ス テ ム に 登載 され た現在 の 阪神 地 区の 災害 拠 点病 院 分

布 と病 院 情 報 お よ び A 病院の 防災力 診断 結果 を 示 す．災

害拠 点病 院は 阪神 ・淡 路 大 震 災 の 教訓 か ら生 まれ た制 度

で あ る こ とか ら，図 8は 過 去の 災害事例 に 現在 の 体制 を重

ね合 わせ た もの とな る．
　 図 8 に お け る 震度 7 エ リア の 災 害拠 点病 院に は，極 め

て 多 くの 傷病者 が来 院 し，さ らに，被災地 外 か ら多数の

DMAT が 参集す る と予想 され る。例 えば耐 震性 の 不 足 し

て い る 病院で の 活 動 に は厳重な注意が 必 要で あろ う．よ

っ て，DMAT に対 す る注意 喚 起 を促 す 観 点か らも こ の エ

リア の 災害拠点病院すべ て に 病院防災力診 断 結果 の 提 示

が 必要 で あ る．一
方，震度 7 エ リア か ら少 し離れ た，例

えば大 阪府下 の 病院に は，重症 の 傷病 者 が被 災地 内 か ら

陸路 ， 空路 を 経 て搬 送 され て くる と予 想され る．よっ て，
救命救急 セ ン タ

ー
の位置お よび ヘ リポートの 整 備 状 況等

を必要 情報 と して 提 示 した．また さ らに多数の 傷病者が

発 生 した 場合 に は，内 閣府 総合 防 災 訓練 で の 訓練 実 績 を

生 か して．固 定翼 を用 い た 傷病者の 搬送，い わゆ る広域

医療搬 送（1），が実 施 され る 可 能性 が 高い ．こ の 場 合，傷

病 者 は 被災 地内 か ら陸路，空路 ある い は海 路 を経て ，空

港内に設 け られ た SCU〈2）も し くは空 港近 傍の 災害拠 点病

院 に 到着 し，そ こ で 症 状 の 安定 化処 置 を受 けた後 に 固定

翼を利用 し て被災地外へ搬送 され る 可 能性が あ る，そ こ

で ，被災 地 と空港 との 距 離感 を重 要情 報 と考 え，図 8 で

は神 戸空 港，関西 国際空 港 お よび伊丹 空港 の 位置を示 し

た．
　本 シ ス テ ム の 使用者 は，DMAT を含む 災害医療活動従

事 者 を想 定 して い る．図 8 に よる と，強 震域 に位 置 す る

病院が一
目で判別可能 で ある．し か し，被災地内に お け

る機 能低下が よ り少 な い 病 院や 搬 送先 と して 適 した病 院

を判別す る に は ，文字情報の 羅列 を再整 理 する 必 要 が生

じ，対応 の 遅れ を 招 くお そ れ も あ る ，図 8で は A 病 院 の

み の 病院 防 災力診 断結 果 を提示 し た が，例 えば，被 災地

域 に位置する病院すべ て の 防災力 が視覚化 され て 提示 さ

れ る こ とで ，支援地域 を推測す る事が容易になる と考え

られ る．さらに，平常時か ら地 域内 の 病 院関係 者 間 で お

互 い の 病 院 防災 力 に関す る情報 を共有 して お くこ と で ，
大 地 震災害時 の 連 携促 進 に 効果 を発 揮 す る と考 え られ る，
　 こ の よ うに，データベ ース 化 した 病院情報 や地 理 的情

報の 整備は ，災害医療活 動 に お け る方針 決定 の 迅 速 化や

病院間 の 連 携を促 し，最 終 的 に 大 地震 災 害発 生 直後 の 災

害 医療活 動 の 体 制構 築 に 寄与 で き る と考える．一
方，こ

れ まで は 病 院の 施 設 や 災害 対応 等，病 院 情報 に 対 す る管

理 手 法 につ い て 述べ た．現 EMIS には，　DMAT の 活動状

況等，地震発生 時 に 時 々 刻々 と変化す る
“
動的 な

”
情報

も掲載 され て お り，こ れ らの 情報 に 地図情報を付加する

こ とも重要 で ある，今後は，これ ら
”

動的
”

情報を，
GIS シ ス テ ム 等 も用 い て 管理 す るこ とも視 野 に 入 れ て い

る
23 ），ま た，現時点で は，本シ ス テ ム の 使用者 を限定 し

て い る た め，大 地震 災 害発 生 時 に本 シ ス テ ム を使 っ た 情
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報 支援規模は 小 さい ．今後 は，本 シ ス テ ム の 使 用 者 を拡

大 し，被災地 内の 医 療活 動 支援 を よ り強化 す る必 要 が あ

る．そ の ため に は，シ ス テ ム の 実運 用 方法 や メ ン テ ナ ン

ス 方法の 考案が課題となる，

5 ，まとめ

　 本 研 究 で は，災 害 拠 点病 院等 病 院を 対象 とし，大地 震

時に お け る災害 医療活 動 支援 と病院防災力 向上 に 寄与 す

る 事 を 目的 と し て，災 害拠 点病 院等 情報管理 デー
タ ベ ー

ス シ ス テ ム を開発 した ．ま た，病院防災力 の 視覚化手 法

を考案 し，シ ス テ ム の 活 用方法 に関 す る考察を行 っ た ．
以下に ま とめ を示 す，
1．本 シ ス テ ム にお け る病 院 情 報 は，病 院 HP 等 を 情報源

　　 とす る 公 開情報 と病院防災力調査 を情報源 とす る非

　　 公 開情 報 か ら構 成 した．ま た 本 シ ス テ ム に は，病 院

　　情報収集の 迅 速化を意識 し た 検索 ・帳票機能，お よ

　　 び 視 覚化 し た病 院防 災 力 を表 示 す る診 断結 果 表示 機

　　 能 を登載 し た．さ らに，地 図 情報 と し て ，都道府県

　　単位の 病院分 布地 図 と 市販 電 子 地 図を 用 い た 全 国病

　　 院 分布 地 図 を登 載 した．
2． 本シ ス テ ム の 普及活動の 一

環 と して ，病院情報を限

　　定 した 災害拠 点病院等データベ ース シ ス テ ム Web 版

　　 を開発 し，Web 上 で 公 開 した ．
3． 病 院 防災 力 を評 価 す るた め に，大 地震 災害 に対す る

　　病院特性指標 と病院防災力診断指標を作成 し た．病

　　 院 特性 指 標 で は，災 害 拠 点病 院 と し て の 役割 や受 け

　　入れ 可能 な患 者 の 重 症 度な どを数値化 した．ま た，
　　 病 院防災力 診断指 標で は ，項 目別 の ス コ ア の 累積 を

　　 レ ーダーチ ャ
ートを用 い て視覚化 した．こ れ らを用

　　 い て 実在 の 災害拠 点 病 院の 病 院防 災 力診 断 を行 っ た

　　 とこ ろ，当該病院 の 防災力は概ね 高い 値を示 し た ．

　　 しか し
一方 で，地 震発生確率 の 高い 沿岸地 域 に位置

　　 して い る こ と，さらに 災害時に は 中心 的な役割 を果

　　た す病 院で あ る こ とか ら，施 設 の 継続 的なメ ン テ ナ

　　 ン ス や 災害 訓 練 の 実施 が 必要 で ある と評価 し た．
4． 阪神 淡路大震災にお け る震度7エ リア の 分布図に，本

　　 シ ス テ ム に 登 載 され た 現在 の 阪 神 地 区 の 災 害拠 点病

　　院分布 と病院情報を重ね合 わせ た とこ ろ，強震域 に

　　 位 置す る 病 院 や 搬 送 先 と して 適 した病 院 が
一

目で 判

　　 別 可能 で あ っ た ．こ れ らデータベ ース 化 した病 院情

　　 報 や地 理 的 情 報 の 整備 は，災 害医 療活 動 に お け る方

　　針決 定 の 迅 速 化や 病 院間 の 連 携 を促 し ， 最 終 的 に大

　　 地 震 災害発 生 直 後 の 災害医療活 動 の 体制構築 に 寄与

　　 で きる と考 え る．今 後 は，地震 災 害時の 情報 支援 に

　　 鑑 み，シ ス テ ム の 使 用 者 拡 大 が必 要 で あ り，そ の た

　　 めに は，実運 用 方法や メン テナ ン ス 方法の 考案 が課

　　題 とな る．
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補注 似 下，文献
14｝ より抜粋 ・加筆〉

（1） 広 域医療搬送

「大地震災害時にお い て は，被災地内の 重症者 を被災地 外へ広

域 に後方 搬送 し救命につ なげ るべ きで あ る 」 との 考えに 基づ き

計画 された空路を使 っ た広域医療搬送の 事．但 し，わが国 にお

い て は  東 海地 震   東 南 海 ・南 海 地震   首都直下 地震 に対 して

の み 事前に計画 され 訓練 され てい る．そ れ 以外 の 地震 発 生 時に

お け る広 域医療搬送の 実施にっ い て は計画外で ある ．

（2）　 SCU 　（Stagiing　Care　Unit）

　広 域搬 送を行 うに あた り，搬 送拠 点 基 地 に隣接 して 設置され

る 医療施 設の 事．SCU に お け る 医 療の 目的は ，広域搬送の 適否

の 判断 と，広域搬送中の 安全 を可 能にする ため の 傷病者の 安定

化お よび 搬 送順位 決 定 （トリア ージ）で あ る ．決 し て 根本治療

を行 う場で はない ，
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